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永
明
中
校
庭
遺
跡
な
ど
解
説

市
中
央
公
民
館
縄
文
文
化
講
座

茅
野
市
中
央

公
民
館
の
縄
文

文
化
講
座
が
1
6
日
、
同
館
で
始
ま

っ
た
。
全
2
回
の
講
座
で
、
テ
ー
マ

は
「
永
明
中
学
校
校

庭
遺
跡
か
ら
い
っ
た

い
何
が
発
掘
さ
れ

た
？
」
。
初
回
は
実
際

に
調
査
を
行
っ
た
市

文
化
財
課
の
堀
川
胱

太
朗
さ
ん
が
講
師
を

務
め
、
永
明
中
学
校

腰
庭
遺
跡
の
発
掘
状

況
や
塚
原
周
辺
の
遺

跡
に
つ
い
て
解
説
し

た。

同
遺
跡
は
2
0
2
1
年
4
月
か

ら
2
3
年
6
月
ま
で
発
掘
調
査
を
実

施
。
2
1
年
度
の
調
査
で
は
竪
穴
住

居
跡
4
0
軒
（
弥
生
時
代
3
2
軒
、
平

安
時
代
8
軒
）
、
掘
立
柱
建
物
2

棟
、
周
溝
墓
3
基
な
ど
が
見
つ
か

っ
た
。
顎
2
3
年
度
は
弥
生
時
代

後
期
の
住
居
址
8
軒
、
土
坑
墓
6

基
な
ど
を
発
掘
し
た
。

同
遺
跡
で
は
「
珍
し
く
墓
が
複

数
見
つ
か
っ
た
」
と
堀
川
さ
ん
。

こ
の
う
ち
穴
を
囲
う
よ
う
に
石
が

四
角
く
並
ん
だ
墓
抗
に
つ
い
て

「
こ
の
時
代
の
遺
跡
で
は
他
に
例

が
な
い
不
思
議
な
も
の
」
と
紹

介
。
中
か
ら
弥
生
時
代
の
装
飾
品

と
思
わ
れ
る
金
属
製
品
が
出
て
き

頂
と
い
い
、
層
者
の
よ
う
な

特
別
な
人
の
墓
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
た
。

塚
原
周
辺
に
つ
い
て
は
、
縄
文

時
代
中
期
か
ら
弥
生
、
古
墳
、
平

安
、
戦
国
と
各
時
代
の
遺
跡
が
あ

り
、
「
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
財
が
眠
っ
て
い
る
の
が
特
徴
」

と
説
明
。
永
明
中
学
校
校
庭
遺
跡

は
住
居
の
建
て
方
、
炉
の
作
り

方
、
土
器
の
文
様
な
ど
に
伊
那
谷

や
佐
久
平
、
甲
府
盆
地
な
ど
か
ら

の
影
響
が
見
ら
れ
「
交
通
の
要
衝

の
側
面
も
あ
っ
た
の
で
は
」
と
分

析
し
た
。

市
民
ら
約
2
0
人
が
受
講
。
第
2

回
は
2
3
日
、
同
課
の
吉
村
璃
来
さ

ん
が
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
の
違

い
に
つ
い
て
話
す
。

永
明
中
学
校
校
庭

遺
跡
の
発
掘
調
査

の
結
果
に
理
解
を

深
め
た
講
座


